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第６章　コミ

とした廃棄物の広域移動への対応や自治

体間の協力体制の構
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排出抑制と分別の徹底化の必要
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さらに子ども会の減少はより深刻である。「北九州市子ども会連合会」に加入している市内の子

ども会は1996年には542団体あったが、2006年には220団体となった。10年間で約４割にまで減少

してしまったのである５。この最大の要因は少子化によるものだと推測されるが、住民意識の上で

も実際の活動面でも
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こうした事情に対応しよ



― 107 ―

された古紙の量は、保管庫への持ち寄りとほぼ同量になっじごに ス
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さて、Ａ地域、Ｂ地域ともまち

ち



― 110 ―

永、2






